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体型意識とお菓子摂取行動の関係 
The Relationship between Consciousness of Somatotype 
and Sweets Feeding Behaviour 
 




 短期大学生 171 名を被験者として、体型意識とお菓子摂取行動の関係について質問紙
法による調査を行った。その結果、体型意識の高い人ほど BMI の値が高く、また日常に
おいてお菓子摂取の制限を行っているという結果が示された。逆に言うと、体型意識の
低い人ほど BMI の値が低く、お菓子摂取制限は行っていないのである。  
 このことから BMI の値が高く、肥満体型に近づくほど、体型について意識するように
なり、またお菓子の摂取も控えるようになるのではないかと考察された。  
 

















(1) 調査時期  2015 年 11 月 19 日  
(2) 被験者  北陸地方に所在する短期大学校の 1 年生 101 名および 2 年生 70 名、計 171
名 (女性 :158 名、男性 :13 名 )を用いた。平均年齢は 19.6 歳である。  
(3) 調査方法  調査対象者にアンケート用紙を配布し、その場で回答を求めた。    
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(4) 質問項目の構成  
体型意識測定項目  石井ら (1997)、梶原 (2004) 、西村 (2010)、三木ら (2012)を参考
に体型についての意識について問う項目を作成した。「ダイエットに関する項目につい
て、あてはまるものに○をつけてください。」という教示の後、大変よく当てはまる (5
点 )、少し当てはまる (4 点 )、どちらでもない (3 点 )、あまり当てはまらない (2 点 )、全
く当てはまらない (1 点 )の 5 件法で回答を求めた。全 17 項目である。 (Table1 参照 ) 
お菓子摂取測定項目  数多くの種類があるお菓子の中から、牧野 (2014)を参考に、大
学生が好む代表的なお菓子としてチョコレート、スナック菓子、クッキー･ビスケット、
ケーキ類、アイスの 5 つを選定した。そして各お菓子をどのくらい食べるかについて、
「一週間にチョコレートをどのくらい食べますか。」という教示の後、毎日 (5 点 )、週 5
～ 6 回 (4 点 )、週 3～ 4 回 (3 点 )、週 1～ 2 回 (2 点 )、食べない (1 点 )の 5 件法で回答を求
めた。なお、スナック、クッキー、ケーキ、アイスについても同じ形式で回答を求めた。  
また 3 度の食事以外の間食の頻度について、「一週間でどの程度間食をしますか。」と
いう教示の後、毎日 (5 点 )、週 5～ 6 回 (4 点 )、週 3～ 4 回 (3 点 )、週 1～ 2 回 (2 点 )、食べ
ない (1 点 )の 5 件法で回答を求めた。  
そしてお菓子摂取のもう一つの指標として、一回につき購入する菓子類の値段につい
て「一回につき購入する菓子類の値段はいくらですか。」という教示の後、 1000 円以上
(5 点 )、 700～ 1000 円未満 (4 点 )、 500～ 700 円未満 (3 点 )、 200～ 500 円未満 (2 点 )、 0～
200 円未満 (1 点 )の 5 件法で回答を求めた。  









した。結果は Table1 に示す通りである。項目選択の際は、因子負荷量が .6 以上で他の因子
に対する負荷量が .5 以下であることを基準とした。以下、因子の解釈を行う。  
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Table1 体型意識測定項目の因子分析結果  
 





因  子  
 
Ⅱ  
負  荷     
   
  Ⅲ  
量
 
  Ⅳ  
     
12.理想の体型がある。  745 433 188 259 
13.きれいな人イコール、痩せている人だと
思う。  
667 354 378 541 
14.テレビで雑誌に出ているようなモデル
の体型がうらやましいと思う。  
817 438 239 369 
15.自分の体型に対して異性の目が気にな
る。  
793 443 376 308 
16.自分の体型に対して同性の目が気にな
る。  
766 574 408 307 
8.外出するとき、少しの距離でも乗り物に
のってしまう。  
474 -187 -145 346 
 
5.自分は、人より太っていると思う。  
    
389 798 335 303 
9.自分の体型に満足している。  -338 -669 057 -074 
１ .ダイエットをしたことがあるまたはし
ている。  
413 819 535 538 
２ .食べるとき、体重のことが気になる。  509 773 557 315 
３ .体重が増えた時、いつもより食べる量を
減らす。  
466 714 689 505 
11.ダイエットに関する情報収集をしてい
る。（テレビや雑誌やインターネットなど） 
496 614 569 563 
4.低カロリーの食べ物を選んで食べてい
る。  
395 435 747 346 
6.ダイエットや体型維持のためなら、間食
を我慢できる。  
227 217 686 492 
7.移動するとき、エレベーターやエスカレ
ーターではなく階段を利用している。  
-004 034 631 -121 
10.定期的に体重をはかっている。  207 452 648 389 
17.ダイエット食品（通販で売っているも
の）を利用したことがある。  
329 325 296 834 




   因子間相関  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  
   Ⅰ      
   Ⅱ  470    
   Ⅲ  317 483   
   Ⅳ  453 361 399  
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分析 2 体型意識とお菓子摂取などとの相関分析  
体型への意識得点とお菓子摂取得点および間食の頻度、値段、 BMI の関係について調





Table2 体型意識得点とお菓子摂取得点などとの相関分析結果  




 第Ⅰ因子  第Ⅱ因子  第Ⅲ因子  第Ⅳ因子  
チョコ  035 003 -116 -062 
スナック  -090 -194* -267** -067 
クッキー  077 -110 -039 -020 
ケーキ  -026 -030 -088 -008 
アイス  065 110 -187* -079 
間食  041 065 -244** -088 
値段  108 178* 165* 081 
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